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7. NeのKI｣1｣オージェ電子のPCI効果

山 口 寿 男

(研 究主 旨)

この研究 は ∴馬子 衝突 に よっ.て 希 ガ ス原子 よ り放 出 され るオー ジェ電 子 につ

いて ,PCI効果 によ るスペ ク トル の形 状変 化 ･ピー ク位 置 の シ フ トを測定 し,

これ を'追 い抜 き効果 ′ を考 え た半 古 典式 に基す く数 値 解 析 と比 較 しよ う とす

るもので あ る｡

〔PCI効果 〕

希 ガ ス原子 に電子 を衝突 させ 内穀 に垂 孔 を生 じさせ る と, この状 怨 か ら無 暗

射 遷移 を経て脱 励起 す る際 にオ ー ジェ電子 が放 出 され る｡ この ときオー ジ ェ電

子 は一定 のエネル ギー E｡ を持 って放 出 され るわ けだ が ,衝 突 電子 が内恕 電 離

の しきい値 に近 いエ ネル ギー の場 合 ,衝 突 した電 子 や 内殻 電 離 した遅 い電 子 は

電 離 され た原子 の付 近 に存 在す る こ とにな り,オ ー ジ ェ電子 と電子相 関 を行 な

う｡ この現象 をRead効果 あ るい は PostCollision lnteractionoffectと呼ぶ ｡

〔Niehausの半 古 典式 の拡張 〕

ここで は

e-+ Ne J e~+ NeX+ + e-

1

(Auger Transition)

｣ぅ Ne2◆ + e一

とい う場 合 を扱 うが ,オ ー ジ ェ遷 移 前後 の二 つ の遅 い電子 の波動 関数 をVi,

vfと し,オー ジ ェ遷 移 の時刻 で ViとVfが連続 で あ る と仮 定す る と,Vi

か らvfへ の遷移 確 率 P (E) は

p (E)-lqI2=lくVfいyi〉lZ

で あ る ｡ ViとVfと して PeteTkopの も とめた JWKB
1-

な補正 を加 えて得 られ た次 の数 値 積 分 を行 な う.

q=Au t
exp 〔-i (E-E｡)t+i

～

35動 関 数 を利用 し･経 験 的

t 2 r

0CVt'+6 2

こ こで rは スペ ク トル の 自然 幅 (280rD8V),Vは遅 い電子 のエ ネル ギー,Sは 1

a.u.の長 さ と し,C-√TF./ (√官訂｡-√FT) とす る, た だ しElは

余 剰 エ ネル ギー を表す .

〔実 験装 置〕

ネ オ ンガ スはボ ンベ よ りガ ス溜 め を経 た の ち衝 突室 へ導 かれ ガス ノズル よ り

ビー ム状 とな る. これ に電子 銃 よ り加 速 され た電 子 ビー ム を交差 させ る.衝突

領 域 を見 込 んで い るアナ ライザ ー は平均 軌 道半 径 50mmの半 球 型 を用 いて定 分解

鞄 モー ドで任 用す る.その入 口の静電 レンズ に よって アナ ライザー の入 口 に焦

点 が合 わせ られ 同時 に減 速 され る. ここに加 わ る減速 電圧 が ス キヤ̀ン電 庄 とな

るわ けで あ る.アナ ライザー を通 過 した電 子 は二 次電 子増 倍 管 に よ り増 幅 され

信 号 とな りマル チ チ ャ ンネル アナ ライザ ー に よって計数 蓄 積 孝れ る (Fig.1).
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〔実験 方 法 〕

測定 され た スペ ク トル にエネル ギー軸 を入 れ る

ため に既 知 の ライ ン [At-L3M23M23(lD2):203.458Vコ

をエネル ギー額 準 と して用 い る.そ の た め試料 ガ

スは二種 類 の混 合 ガ ス とす る｡ この ,tき既 知 の ラ

イ ンと 目的 の ライ ン のエネル ギー が離 れて い るた

め ステ ップ ス キャ ン法 を用 い る｡プ ロ ファイル 関

数 の計算 は上 智 大学 の計 算 機セ ン ター を利 用 した ｡

〔実験結 果 〕

Ne-KL2｡L2,(ID2)オ ー ジ ェ ライ ン (しきい値 ;

870.27toV) に関す る実験 結果 をFig.2に示 す .点

は測定 値 で あ り操 は計算 値 を示す ｡計 算 値 には装

匿の分解 能 (半 値 暗 :215rD8V) を畳 込 んで あ る.

各 グラ フの右 にあ る数 値 は入射電 子 の衝 突 エ ネル

ギーで あ る｡実 験 と計算 結果 との間 には大体 良 い

一致 がみ られ る.衝 突 エ ネル ギー が

低 くな る と,点 の ば らつ きが大 き く

な り計算 値 の ピー クシ フ トが実 験値

よ り大 き く見 え る場 合 があ るが, こ

れ は衝突 エ ネル ギー が低 くな る程K

殻 電光 の断 面積 が小 さ くな りそ のた

め測定 に時 間 がか か り,電 源 の変 動

の影響 を受 けやす くな っ たせ い と思

われ る｡測定 値 のsrrx)othlngも試 み た

が良 い結果 が得 られ な かっ たので グ

ラ フには生 のデー タ を採 用 した. ど

ー クのシ フ ト量 の他 の実 験 との比 較

や補正 を行 なわ な い場 合 のプ ロフ ァ

イル な どの考 察 は発 表 会 にお見 せす

るので期 待 され た い .

同様 の研 究 をAJ-LMM(lD) ラ

イ ンにつ いて行 なっ た右 晃 は,文献

4) に発 表 されて い る,
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Fig.1 実 験 装 置
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Fig.2 実 験結 果 と計算値 との比 較
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